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問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 甲府河川国道事務所 
住所：山梨県甲府市緑が丘1丁目１０－１ 電話０５５－２５４－６５７１（計画課） 

  地域広報官（副所長：河川事業関係）小池 栄史（こいけ さかし） 

     地域広報官（副所長：道路事業関係）小幡 宏    （おばた ひろし）          

   

 

【河川事業】 富士川増穂Ⅱ期地区水辺環境整備に新規着手します。  

【道路事業】 国道20号 新笹子トンネル改修事業に新規着手します。 
                  国道20号 大月バイパス〔延長1.5km〕について、平成３０年度の開通を目指   

        します。  
    甲府河川国道事務所において、平成２６年度は、約３７０   億円で事業を実施します。 

（※）維持管理費、調査費及び諸費等を除く 

 主な事業は、下記のとおりです。 
 
 

 ≪主な事業内容≫ 
 
 
 

※本資料の内容は、甲府河川国道事務所のホームページでも確認できます。 
           URL - http://www.ktr.mlit.go.jp/koufu/ 

（※） 
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【河川事業】 

 ■富士川河川改修事業 

  ・富士川木島地区河川防災ステーションの整備に新規着手します。 

 ■富士川環境整備事業 

  ・富士川増穂Ⅱ期地区水辺環境整備に着手します。 

【道路事業】 

 ■改築事業 

  ・中部横断自動車道（富沢～六郷）では、新たに一色トンネルに着手します。引き続き、全線に渡   

   り改良、橋梁及びトンネル工事等を実施します。 

   ・国道20号 新笹子トンネル改修〔延長3.3km 大月市笹子町～甲州市大和町〕に新規着手します。 
   【開通の見通し】 

  ・中部横断自動車道富沢ＩＣ（仮称）～六郷ＩＣ（仮称）間 延長28.3km  「平成２９年度」 開通予定 

  ・国道20号 大月バイパス〔延長1.5km 大月市大月二丁目～大月市花咲〕 ｢平成３０年度｣ 開通予定 

 ■交通安全事業 

  ・国道52号 貢川地区歩道整備の事業に新規着手します。 

 ■電線共同溝事業 

  ・国道139号 富士北麓電線共同溝事業 他４箇所で本体工事等を実施します。 
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【河川事業】 

  管内図（河川）  ・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

  事業費（河川）  ・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  富士川切石・手打沢地区築堤  ・・・・・・・・・ ４ 

  富士川木島地区河川防災ステーション  ・・・・・ ５ 

  富士川増穂Ⅱ期地区水辺環境整備  ・・・・・・・ ６ 

  維持管理   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

  河川工作物関連応急対策(老朽化対策）   ・・・・・ ９ 

  防災学習・環境学習の取り組み  ・・・・・・・・１０ 

  参考資料 

  実施箇所位置図  ・・・・・・・・・・・・・・・ １２      

  H25補正予算等による 

    河岸侵食対策，河川堆積土砂掘削  ・・・・・・１３  
【道路事業】 

  管内図（道路）  ・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

  事業費（道路）  ・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

  中部横断自動車道（富沢～六郷）  ・・・・・・・１６ 

  国道２０号 新山梨環状道路（北部区間）・・・・・１７ 

  国道２０号 大月バイパス  ・・・・・・・・・・１８ 

  国道２０号 新笹子トンネル改修・・・・・・・・・１９ 

  国道５２号 上石田改良  ・・・・・・・・・・・２０ 

  国道１３８号 新屋拡幅  ・・・・・・・・・・・２１ 

  国道１３９号 都留バイパス  ・・・・・・・・・２２ 

  国道５２号 貢川地区歩道整備  ・・・・・・・・２３ 

  国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備・・・・・２４ 

  国道２０号 甲斐電線共同溝 ・・・・・・・・・・２５ 

  国道２０号 甲府電線共同溝 ・・・・・・・・・・２６ 

  国道５２号 上石田電線共同溝・・・・・・・・・・２７ 

  国道１３９号富士北麓・富士北麓(２)電線共同溝・・２８ 

  維持管理  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 
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【事業の概要】 
 富士川は長野・山梨・静岡の３県にまたがる流域面積が3,990km2、幹線流路延長

が１２８kmの一級河川でそのうち甲府河川国道事務所で管理する延長は、富士川及

び釜無川、笛吹川等合わせて１２２．１kmです。 
 沿川住民が安心して生活でき、多くの人々から親しまれる河川とするために堤防、

護岸、河川構造物等の河川管理施設の維持・管理や堤防除草、河川巡視や定期的

な点検等を実施しています。 

【平成２６年度の予定】 

 
  

○日常管理 
 ・堤防・護岸や排水機場等の河川管理施設の維持・管理を行います。 
 ・堤防の状態を点検・把握するために堤防除草を実施します。 
 ・川の機能が正常に保たれているか、また堤防や水門などに異常がないかな 
  ど、管内の河川巡視を実施します。 
  

堤防除草 

堤防点検 河川管理施設の点検 

河川巡視 

い じ か ん り      

維持管理（１） 
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維持管理（２） 

 
  

い じ か ん り      

・河道内に著しく繁茂した樹木によ 
り、洪水時に水が流れにくくなる。ま
た、河川の状況の把握が出来ない。 

○緊急時の対応 
 ・洪水や地震が発生した場合は、堤防や護岸、樋門、排水機場などの状況を   
  確認し、被災に対して迅速に対応します。 

・平成２５年台風１８号の出水
の影響により河岸の浸食が発
生。 

・浸食の進行を抑えるために、緊
急的に根固めブロックを投入。 

○河川の機能を維持するための工事 
 ・河川内に繁茂した樹木により、洪水時の安全な流れの阻害となったり、 
  河川状況の把握など河川管理上支障となる樹木について伐採を行います。 
  また、土砂の堆積により流れの阻害が著しい箇所では、土砂の掘削を行う 
  ことにより洪水等の流水を安全に流します。 

樹木伐採 

・樹木伐採により、洪水を安全に
流下させます。また、河川の状
況の把握が容易に出来ます。 
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（平成25年度実施箇所 市川三郷町楠甫地先） 

（中央市臼井阿原地先 ） 

  





防災学習・環境学習の取り組み 

【概 要】 

 出前講座は、「国土交通省の事業の必要性や、それらに対する取り組みを伝えるこ

と」、「国民とのコミュニケーションを図ること」などを目的に実施しているものです。 
 甲府河川国道事務所では、現在、行っている事業や防災・環境への取り組みにつ

いて、小中学校の総合学習や市民の生涯学習の場へお伺いし説明する出前講座を

実施しています。 
 平成２５年度は、小学生を中心に６団体、延べ約３６０名に対して出前講座を実施し

ました。今年度も引き続き実施します。 

【平成２５年度に実施した出前講座】 

 甲府河川国道事務所では富士川において、身近な川の水質や環境について理解

頂くことを目的に、流域のみなさんに参加を募り、簡易水質測定用具を用いて水質を

調べる「富士川一斉水質調査」や、沿川の小中学校に協力して頂き、富士川に住ん

でいる水生生物を指標として水質の状況を確認する「水生生物による水質簡易調査」

など住民参加型の調査を行っています。 
 平成２５年度は、前年同様に、延べ約８４０名の参加により実施されました。今年度

も引き続き実施します。 

 甲府河川国道事務所では、防災学習や環境学習の一環として「出前講座」や「住民

参加の水質調査」に取り組んでいます。 

【出前講座】 

【住民参加の水質調査】 

【平成２５年度に実施した水生生物調査】 

ぼうさいがくしゅう    かんきょうがくしゅう                 
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  （Ｈ２５年度補正予算等による 
   河岸侵食対策・護岸補修） 
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事業費（道路） 
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（単位：百万円）

事業費

改築事業 32,625

中部横断自動車道（富沢～六郷） 30,900

国道２０号 新山梨環状道路（北部区間） 200

国道２０号 大月バイパス 712

国道２０号 新笹子トンネル改修 50

国道５２号 上石田改良 543

国道１３８号 新屋拡幅 70

国道１３９号 都留バイパス 150

交通安全事業 1,705

電線共同溝事業 1,375

合 計 35,705

※上記のほか、維持管理費、調査費等がある。

事 業 名

国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備 他

国道１３９号  富士北麓電線共同溝 他４箇所





























維持管理 

【事業の概要】 
     甲府河川国道事務所では国道２０号、５２号、１３８号、１３９号の４路線、延長 
   約２５８ｋｍを管理しており、平成２５年度国土交通省予算の基本方針である「復興・  
   防災対策」のうち、「事前防災・減災のための国土強靱化の推進、災害への対応体  
   制の強化等」をふまえ、以下を実施します。 
     ①道路管理施設等の総点検 
     ②道路施設の老朽化対策等の推進 
     ③公共施設の耐震化 
     また、防災・耐震対策や道路を良好な状態に保全し、安全で円滑な通行を確保す 
   るための道路管理及び積雪寒冷地対策等の事業を実施します。 

【平成２６年度の予定】 
       ○道路管理施設等の点検 
        防災対策   管内防災点検（法面、盛土等） 
        老朽化対策  管内橋梁点検  
                 管内トンネル点検  

 トンネル点検実施状況  橋梁点検実施状況  防災点検（法面）実施状況 

       ○道路施設の老朽化対策等の推進 
      橋梁補修    国道２０号 天王橋、真木橋 
                        笹子川橋、法雲寺橋 他 
                              （大月市） 
               国道５２号 大城川橋、新早川橋南 
                                                 跨道橋（南巨摩郡身延町） 
                     勅使川橋（南アルプス市） 
               国道１３９号 柿園橋（南都留郡西桂町）、 
                      聖川橋（都留市） 

てん のう 
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 橋梁補修（断面修復）（イメージ） 
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